
主

文

１

被
申
立
人
は
、
本
命
令
書
受
領
の
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て

日
以
内
に
、
下
記
内
容
の
文
書
を
申
立
人

15

ら
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
略
）

当
社
が
、
貴
組
合
の
紀
伊
長
島
地
区
分
会
に
対
し
て
、

一
方
的
に
、
紀
伊
長
島
駅
の
組
合
掲
示
板
の
設
置
許
可

を
取
り
消
す
と
と
も
に
、
伊
勢
運
輸
区
の
組
合
掲
示
板

の
設
置
を
許
可
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
組
合
弱
体
化
を

企
図
し
た
も
の
で
あ
り
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
、
三

重
県
労
働
委
員
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

こ
の
よ
う
な
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

２

申
立
人
ら
の
そ
の
余
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

三
重
県
労
働
委
員
会
は
10

月

日
、
伊
勢
運
輸
区
分
会

21
が
①
組
合
掲
示
板
設
置
、
②

団
体
交
渉
の
開
催
、
③
謝
罪

文
の
手
交
、
掲
示
お
よ
び
社

内
誌
へ
の
掲
載
を
求
め
て
争

っ
て
い
た
事
件
に
つ
い
て
、

不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
ま

し
た
。
名
古
屋
地
本
と
本
部

は
、
２
０
１
３
年
３
月

日
25

に
申
し
立
て
を
行
い
、
約
２

年
半
の
間
、
闘
い
に
多
く
の

組
合
員
が
参
画
し
ま
し
た
。

安
保
関
連
法
成
立
か
ら
１

ヶ
月
の

月

日
、
「
戦
争

10

19

を
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
が
主
催
す
る
「
さ
ぁ
、

安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ

う
」

・

院
内
集
会
と
、

10

19

「
私
た
ち
は
あ
き
ら
め
な

い
！
戦
争
法
廃
止
！
安
倍
内

閣
退
陣
！
国
会
正
門
前
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
国
会
正

門
前
集
会
に
は
９
，
５
０
０

人
が
結
集
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

東
海
労
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲

間
と
共
に
集
会
に
参
加
し
、

戦
争
法
廃
止
と
安
倍
内
閣
退

陣
の
声
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。今

後
、
毎
月

日
は
国
会

19

前
で
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
参
加
者
は
、
安
保
関
連

法
の
廃
止
に
向
け
全
体
で
闘

う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

に
よ
る
と
、

社
の
組
合
員

80

平
均
は
前
年
比
３
．

％
増

13

の

万
６
９
７
円
と
な
り
、

91
３
年
連
続
で
増
加
し
た
。
過

去
最
高
の
更
新
と
い
う
。
全

業
種
の
う
ち
鉄
鋼
、
造
船
、

12紙
・
パ
ル
プ
な
ど

業
種
が

10

前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。
最

高
額
は
自
動
車
の

万
３
５

98

５
円
で
あ
る
▼
さ
て
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
現
在
交
渉
中
だ
が
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
毎
年

増
加
し
た
た
め
し
は
な
い
。

会
社
は
必
ず
経
済
が
Ｊ
Ｒ
に

及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
語
る
。
そ

し
て
、
業
務
遂
行
体
制
の
構

築
を
語
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
莫
大

な
金
が
か
か
る
と
い
う
こ

と
。
さ
ら
に
「
当
社
の
賃
金

は
世
間
よ
り
高
い
水
準
」
と

言
い
、
結
局
賃
金
抑
制
の
理

由
を
グ
タ
グ
タ
並
べ
る
。
経

営
陣
は
高
額
な
役
員
報
酬
を

ガ
ッ
ポ
リ
も
ら
い
、
現
場
で

働
い
て
い
る
社
員
は
我
慢
を

強
要
さ
せ
る
。
こ
れ
が
実
態

で
は
な
い
の
か
▼
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
の
要
求
は
３
．
１

ヶ
月
だ
。
平
均
値

万
円
を

91

越
え
る
組
合
員
は
ど
れ
だ
け

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
会
社
の

利
益
は
過
去
最
高
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
。
組
合
員
は
こ

の
要
求
で
満
足
し
て
い
る
の

か
。
現
場
で
は
「
少
な
い
」

と
い
う
声
が
圧
倒
的
だ
。「
労

働
組
合
ら
し
く
も
っ
と
要
求

せ
よ
」
と
い
う
意
見
も
聞
く

▼
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
年
末
手

当
交
渉
を
精
一
杯
闘
う
。
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発
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し
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ボ
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三
重
県
労
働
委
員
会
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
主
張
を
全
面

的
に
事
実
認
定
し
た
上
で
、

掲
示
板
設
置
拒
否
に
つ
い
て

は
「
紀
伊
長
島
駅
の
組
合
掲

示
板
の
設
置
許
可
を
取
り
消

す
一
方
、
伊
勢
運
輸
区
の
組

合
掲
示
板
の
設
置
を
許
可
し

な
か
っ
た
こ
と
は
、
組
合
ら

の
弱
体
化
を
企
図
し
て
の
便

宜
供
与
の
一
方
的
廃
止
と
同

視
で
き
、
労
働
組
合
法
第
７

条
第
３
号
の
不
当
労
働
行
為

に
あ
た
る
」
、
団
体
交
渉
拒

否
に
つ
い
て
は
「
団
体
交
渉

を
拒
ん
だ
こ
と
に
は
正
当
な

理
由
が
な
く
、
労
働
組
合
法

第
７
条
２
号
の
不
当
労
働
行

為
（
団
体
交
渉
拒
否
）
に
あ

た
る
」
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
救
済
方
法
に
つ

い
て
は
、
伊
勢
運
輸
区
に
組

合
員
が
１
名
に
な
っ
た
こ
と

で
掲
示
板
設
置
の
必
要
性
が

消
滅
し
た
こ
と
、
平
成

年
24

度
基
本
協
約
改
訂
交
渉
で
協

議
が
さ
れ
た
こ
と
で
是
正
さ

れ
た
こ
と
を
以
て
、
具
体
的

な
救
済
方
法
は
明
示
さ
れ

ず
、
『
謝
罪
文
』
の
交
付
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
は
、
勝
利
集

会
を

月
７
日
に
開
催
し
ま

11

す
。

戦争法廃止！安倍内閣退陣！
国会前の集会に結集 三

労
委
勝
利
！

年末手当要求！

３．５ヶ月



関
西
中
労
委
Ｐ
(
掲
示
物

不
当
撤
去
、
団
交
拒
否
、
苦

情
処
理
会
議
拒
否
事
件
)
の

証
人
審
問
が

月

日
、
中

10

26

央
労
働
委
員
会
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
傍
聴
に
は
、
各
地

本
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
応

援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

組
合
側
か
ら
、
本
部
本
橋

業
務
部
長
、
新
幹
線
関
西
地

本
多
田
執
行
委
員
、
松
本
大

阪
仕
業
検
査
車
両
所
分
会

長
、
会
社
側
か
ら
当
時
の
本

社
人
事
部
勤
労
課
石
原
担
当

課
長
が
証
言
し
ま
し
た
。

組
合
側
３
名
の
証
人
は
、

会
社
の
不
当
性
を
具
体
的
に

述
べ
、
ま
た
会
社
の
行
為
は

憲
法

条
で
謳
わ
れ
て
い
る

28

団
結
権
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の

だ
と
訴
え
ま
し
た
。

一
方
、
石
原
元
担
当
課
長

は
反
対
尋
問
で
、
府
労
委
で

も
主
張
し
な
か
っ
た
、
基
本

協
約
第
２
９
１
条
、
第
２
９

２
条
の
違
反
で
掲
示
物
を
撤

去
で
き
る
か
の
よ
う
な
証
言

を
行
い
、
会
場
が
ざ
わ
め
つ

月
９
日
、
大
阪
地
方
裁

10
判
所
で
大
阪
第
二
運
輸
所
分

会
・
竹
本
さ
ん
の
ボ
ー
ナ
ス

カ
ッ
ト
本
人
訴
訟
の
証
人
尋

問
が
開
か
れ
ま
し
た
。
多
く

の
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
傍
聴
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

竹
本
さ
ん
は
被
告
会
社
の

証
人
と
し
て
出
廷
し
た
６
人

の
助
役
に
対
し
て
、
的
確
に

反
対
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
本
さ
ん
に
対
す
る

主
反
尋
問
に
対
し
て
、
恣
意

的
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
実
態

を
堂
々
と
主
張
し
ま
し
た
。

被
告
へ
の
反
対
尋
問
の
中

で
、
「
助
役
が
非
違
行
為
と

し
て
報
告
し
た
内
容
が
期
末

手
当
の
カ
ッ
ト
理
由
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
職

場
に
お
い
て
竹
本
本
人
と
管

理
者
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
た

こ
と
が
あ
る
の
か
？
注
意
指

導
す
る
と
き
に
た
め
ら
っ
た

り
躊
躇
し
た
こ
と
が
あ
る
の

か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
、

２
人
の
助
役
は
「
あ
り
ま
せ

ん
」
と
証
言
し
ま
し
た
。

こ
の
証
言
に
よ
り
、
掲
示

物
不
当
撤
去
で
争
っ
て
い
る

関
西
中
労
委
Ｐ
及
び
静
岡
行

戦
後
最
長
の
通
常
国
会
が

終
わ
り
、
今
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
全
国
の
Ｊ
Ｒ
総
連

傘
下
の
各
単
組
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
例
年
よ

り
少
し
だ
け
秋
の
訪
れ
も
早

く
各
地
の
紅
葉
も
早
ま
っ
て

い
る
と
聞
き
、
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
概
ね
合

意
さ
れ
た
と
昨
今
、
政
府
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｊ

Ｒ
に
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る

の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
農
産
物
自
給
の
問
題
や

食
料
品
の
安
全
性
は
じ
め
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
条
項
と
著
作
権
の
問

題
な
ど
懸
念
す
る
点
が
そ
っ

く
り
解
決
し
な
い
ま
ま
で

す
。
お
お
む
ね
合
意
と
い
う

曖
昧
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
か
ら

は
本
質
が
見
え
て
き
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
各

国
が
批
准
で
き
る
の
か
定
か

で
は
な
い
の
が
現
実
で
す
。

ま
た
、
内
部
告
発
に
よ
っ

て
判
明
し
た
こ
の
度
の
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
杭
打
ち
デ
ー

タ
偽
装
問
題
は
、
一
企
業
の

企
業
倫
理
の
問
題
で
は
な

く
、
日
本
の
建
設
行
政
と
建

設
業
界
が
国
民
の
命
と
財
産

を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
大
変
深
刻
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
臨

時
国
会
を
開
会
し
、
各
委
員

会
で
こ
れ
ら
の
事
案
に
つ
い

て
原
因
究
明
し
、
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
は
、
与
野
党

を
問
わ
ず
国
民
に
対
す
る
責

任
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

安
倍
政
権
は
外
交
日
程
を
口

実
に
臨
時
国
会
を
開
こ
う
と

は
し
ま
せ
ん
。
予
算
委
員
会

な
ど
、
一
部
の
委
員
会
を
開

く
閉
会
中
審
査
で
議
論
を
交

わ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
安

倍
政
権
は
、
海
外
で
の
諸
会

議
等
外
遊
を
優
先
し
、
国
民

の
生
活
を
左
右
す
る
国
内
問

題
を
来
年
の
通
常
国
会
に
後

回
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
国
民

軽
視
、
国
会
軽
視
が
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臨
時
国
会
を
開
会
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
国

民
か
ら
逃
げ
て
い
る
と
し
か

見
え
ま
せ
ん
。

過
去
に
臨
時
国
会
が
招
集

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
小
泉

政
権
の
２
度
の
み
で
、
憲
政

史
上
極
め
て
異
例
な
こ
と
で

あ
り
、
少
数
派
を
尊
重
し
た

条
の
憲
法
違
反
と
考
え
る

53べ
き
で
す
。

現
政
権
の
国
民
に
対
す
る

姿
勢
は
、
憲
法
違
反
を
し
て

で
も
安
保
法
制
を
強
引
に
押

し
通
し
た
り
、
国
民
の
生
活

に
直
結
す
る
問
題
は
無
視
を

決
め
込
む
な
ど
言
語
道
断
の

政
権
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
民
軽
視
の

政
権
を
看
過
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
今
の
政
治
情

勢
を
踏
ま
え
、
野
党
が
し
っ

か
り
と
連
携
を
取
り
、
真
に

働
く
者
、
市
民
の
立
場
に
立

っ
た
政
治
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
注

憲
法

条
後
段
に
衆

53

参
の
い
ず
れ
か
の
４
分
の
１

以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合

可
及
的
速
や
か
に
臨
時
国
会

を
召
集
す
る
よ
う
義
務
づ
け

て
い
る
。

（２）第３６７号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１５年（平成２７年）１１月１日

関
西
中
労
委
Ｐ

新
幹
線
関
西
地
本
は
、
10

月

～

日
の
日
程
で
、
中

13

17

国
平
和
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
に
は
、
組
合
員
・

Ｏ
Ｂ
・
家
族
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労

今こそ平和の大切さを！
新幹線関西地本中国平和研修

組
の
仲
間
な
ど

名
が
参
加

11

し
ま
し
た
。

一
行
は
、
大
石
橋
・
虎
石

溝
万
人
坑
、
撫
順
炭
坑
、
平

頂
山
記
念
館
、
撫
順
戦
犯
管

き
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
本
本

人
訴
訟
の
証
人
尋
問
で
管
理

者
２
名
が
証
人
し
た
「
社
員

と
の
軋
轢
は
無
か
っ
た
、
躊

躇
し
て
指
導
し
な
か
っ
た
」

こ
と
は
石
原
証
言
と
矛
盾
す

る
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、

回
答
に
手
こ
ず
る
様
子
を
見

せ
ま
し
た
。

中
労
委
Ｐ
こ
れ
で
結
審

し
、
最
終
陳
述
書
の
提
出
を

待
っ
て
命
令
待
ち
と
な
り
ま

し
た
。竹

本
本
人
訴
訟

理
所
、
９
・

事
件
記
念
館
、

18

南
京
大
虐
殺
記
念
館
、
魯
迅

記
念
館
（
旧
内
山
書
店
）
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

政
訴
訟
に
お
い
て
、
会
社
の

主
張
が
事
実
に
基
づ
か
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

今
裁
判
は
結
審
し
、
判
決

は
来
年
１
月

日
で
す
。

25

掲
示
物
不
当
撤
去
静
岡
行

政
訴
訟
第
４
回
口
頭
弁
論
が

静
岡
行
政
訴
訟

月

日
、
静
岡
地
方
裁
判

10

29

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
社
は
、
静
岡
運
輸
区
長

を
証
人
尋
問
の
証
人
と
し
て

申
し
立
て
、
陳
述
書
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
。
組
合
（
補

助
参
加
人
）
と
静
岡
県
は
、

静
岡
運
輸
区
長
が
掲
示
物
撤

去
当
時
の
現
場
長
で
は
な
い

こ
と
、
陳
述
書
の
内
容
は
地

労
委
で
提
出
し
た
石
原
陳
述

書
や
会
社
準
備
書
面
の
内
容

と
変
わ
ら
ず
、
新
た
な
主
張

点
が
な
い
と
し
て
、
証
人
尋

問
要
請
と
陳
述
書
の
撤
回
を

意
見
書
で
要
請
し
ま
し
た
。

裁
判
所
は
会
社
の
要
請
を

却
下
し
、
結
審
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
１
月

日
で
す
。

28

上 虎石溝万人坑記念館

下 南京大虐殺記念館

た
し
ろ
議
員

便
り


